
平成 25 年 5 月開催 

副市長レビュー（春） 調書 

1 部局 名・ 区

名（課名） 
危機管理監 （危機管理課） 2 優先順位 １ 

3 事項名 地域防災計画及び地震対策アクションプログラムの見直し 

4 目的 

6月に県が公表する第 4次地震被害想定では、震度、津波浸水域などが拡大し、人

的、物的な被害が増加することが予想される。 
大規模地震から市民の命を守るため、新たな被害想定を基に、地域防災計画及び地

震対策アクションプログラムを見直す。 

5 現状及び課

題 

《現状》 
・現在の浜松市地域防災計画は平成 13年に県が公表した第 3次地震被害想定（東

海地震）に基づき策定している。 
・浜松市地震対策アクションプログラムは平成 20年に策定し、平成 27年度末まで

に東海地震の想定死者数を半減させることを目標として 65の具体的な取り組み

と数値目標を定めている。 
《課題》 
・増加した被害想定に対する効果的な減災対策を立案する必要がある。 
・大規模地震はいつ起きてもおかしくないと言われており、短期間で成果を出す対

策を市民に示す必要がある。 

6 事業概要 

見直しの骨子を作成する（危機管理課） 
           ↓ 
第 4次地震被害想定を分析する、市民の意見を聴取する（危機管理課）、 
           ↓  
効果的な減災対策を立案する（各部署） 
           ↓ 
対策を地域防災計画及び地震対策アクションプログラムに反映させる 

7 関係法令等 災害対策基本法 

8 スケ ジュー

ル（いつ、何

をやるか） 

4～ 6月 見直しの骨子の作成 
6月 県が第 4次地震被害想定公表 
7月 平成 25年度第 1回防災会議開催（4次想定、骨子の説明） 

8～11月 市民意見の聴取、各部署見直し作業、専門家意見聴取 
12～2月 各部署見直し作業 
3月 平成 25年度第 2回防災会議開催（見直し案中間報告） 
5月 平成 26年度第 1回防災会議開催（見直し案決定） 
 

9 他都市等の

参考事例 

 
 
 

具体的内容 
10 過去のレビ

ュー等での審

議経過 

■なし(新
規提案) 

□あり 
□その他 

 

具体的内容 11 副市長レビ

ュー（春）で審

議、確認した

い事項 
(該当項目を□→

■) 

□事業等の 
新規提案 
■既存事業 
の見直し 

□その他 

地域防災計画及び地震対策アクションプログラムの見直しの進め

方及びアクションプログラムの方針について確認したい。 



12 担当ヒアリ

ングでの審議

事項(実施後記

載) 

【協議事項】 
･ 地域防災計画及びアクションプログラムの策定スケジュールの確認 
･ アクションプログラムの目標及び優先順位に基づく体系策定についての確認 

具体的内容 

13 副市長レビ

ュー（春）結果 
(実施後記載。該

当項目を□→■) 

□提案どおり進める 
■提案内容を一部見

直して進める 
□サマーレビューで

審議 
□再度、調査研究等

を行い検討 
□その他 

・第 4 次地震被害想定を受けた上で、優先順位付けなど、

アクションプログラムの骨子を再度検討すること。 

14 その他  

 


